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研究の背景と目的




























メンバーの一人として出席した。サブテーマが，“Water Conservation and Risk and Impact of Extreme 


















Research on acclimazation of prepubertal Holstein heifers for hot summer season
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育成前期乳用牛の夏季暑熱への順応に関する研究
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【背景・目的】
　野中ら（2012）は，育成前期乳用牛に及ぼす高温高湿の影響として，呼吸数・体温の上昇や血液性状の
変化等を明らかにしているが，それらは環境制御室においての結果であり，暑熱に暴露されている期間は短
い。著者らは搾乳牛に対し夏季暑熱時に試験を行い，剪毛が乳生産と生理指標に及ぼす影響を調べた結果，
剪毛による熱放散改善の乳量への効果が示唆された（沖田ら，2014）。その中で，夏季暑熱のもとであって
も試験期の経過とともに対照区において，呼吸数，直腸温が低くなる傾向を認め，長期暑熱暴露により熱放
散が高まる等の順応が生じた可能性が考えられた。
　本研究はホルスタイン種育成前期乳牛を用いて，長期の夏季暑熱暴露により順応が生じる過程を生理生産
面から明らかにすることを目的として行った。
【材料と方法】
　試験は2016年6月から9月までの4か月間にわたって実施し，供試牛にはホルスタイン種育成前期雌牛5頭
を用いた。
　測定は1期（6月28日－7月3日），2期（7月25－30日），3期（8月23－28日）および4期（9月20－25日）の
計4回実施した。測定項目は，飼料摂取量・体重・心拍数・呼吸数・皮膚温・直腸温（15時），および血液
性状であった。皮膚温は，左側のき甲・肩中央・肩関節・前膊の4か所を測定した。
　血液は頸静脈から採取し，生化学分析装置により，血漿中アラニンアミノトランスフェラーゼ（ALT），
グルコース（GLU），総コレステロール（T-Cho），アルカリフォスファターゼ（ALP）等を，高速微量ヘマ
トクリット用遠心機によりヘマトクリット（Ht）を測定した。統計処理ソフト Rを用い，試験期を要因と
した一元配置分散分析を行なった。
【結果】
　測定した牛舎内の相対湿度，気温から，Maderら (2006)の式を用いて各期の温湿度指数（THI）の平均値
を求めた（1期：73.9，2期：77.0，3期：75.7および4期：69.6）。野中らの報告では，育成前期乳牛への高温
の影響は，相対湿度80％，28℃から認められ（THI換算で79.7），本試験の1～3期が近い環境にあったと考
えられた。
　乾物摂取量は，1，2期にくらべ，3，4期と進行するに従い有意に低下した。平均日増体量，心拍数に，
試験期の間に有意差は認められなかった。呼吸数および直腸温は2，3期にくらべ4期で有意に低かった。皮
膚温は，計測した4か所すべての部位においてすべての試験期の間に有意差が認められ，2期に最も高かっ
た。血漿中 ALT，T-Choおよび Ht値は1，2期にくらべ3期で有意に低かった。ALPは4期にくらべ2，3期で
有意に低かった。
【考察】
　直腸温と呼吸数の結果から，1～3期は暑熱の影響を受けた期であり，4期はその影響がやや低下していた
と示唆される。しかし皮膚温は1期より2～4期で有意に高くなっており，2期以降皮膚からの熱放散が高ま
ることで体熱放散が促進された可能性がある。一方ALPは迅速かつ正確に反応する暑熱ストレス指標（Abeni
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ら，2007）との報告があり，ALT，T-Choおよび Ht値の結果も考慮すると，3期の暑熱の影響が大きかった
可能性がある。乾物摂取量は，1期，2期より3期のほうが低下しており，この3期に2期より皮膚温が低かっ
たことは皮膚からの熱放散の低下を示唆し，体温調節機能の一部を，乾物摂取量の低下による熱生産量の低
下へとシフトさせていた可能性がある。
　以上より，季節の進行に伴って THIでは大差がなくとも暑熱の影響のあらわれ方が変化することが示唆
され，長期にわたる変化を追うことにより，短期の暑熱暴露では見られなかった変化を捉えることができた
と考えられる。この変化が暑熱に対する順応につながるものであるかどうかは，今後この観点からの試験を
継続することにより明らかにしていきたい。
